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『
江
戸・
東
京
の
川
＝
中
央
区
の
川
』
㈠

◇
突
然
で
す
が

　

昭
和
四
八（
一
九
七
三
）年
六
月
に『
郷

土
室
だ
よ
り
』
が
創
刊
さ
れ
て
か
ら
足
か

け
四
二
年
、
今
号
で
一
五
二
号
目
と
な
り

ま
し
た
。前
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、

こ
の
『
郷
土
室
だ
よ
り
』
創
刊
号
か
ら
の

執
筆
者
で
あ
っ
た
安
藤
菊
二
先
生
に
続

き
、
第
六
八
号
か
ら
第
一
五
〇
号
ま
で
執

筆
し
て
い
た
だ
い
た
鈴
木
理
生
先
生
が
去

る
三
月
四
日
に
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し

た
。
連
載
中
の
「
変
わ
り
ゆ
く
都
市
像
」

は
、
本
当
に
残
念
で
す
が
終
了
と
な
り
ま

す
。
今
月
か
ら
新
た
な
シ
リ
ー
ズ
、『
中
央

区
の
川
』
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

◇
帝
都
復
興
事
業
を
切
り
口
に

　

江
戸
・
東
京
の
中
心
に
位
置
す
る
中
央

区
は
、
近
世
都
市
江
戸
が
成
立
し
て
か
ら

約
四
百
年
以
上
に
わ
た
り
、
都
市
ら
し
い

機
能
が
集
中
す
る
地
域
と
し
て
存
続
し
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
時
代
に
よ
っ
て
、
そ

の
機
能
は
激
し
く
移
り
変
わ
っ
て
き
ま
し

た
。

　

と
く
に
関
東
大
震
災
後
の
「
帝
都
復
興

事
業
」
の
結
果
、
東
京
の
骨
組
み
は
全
く

新
し
く
な
り
ま
し
た
。
中
央
区
の
よ
う
な

都
心
部
で
は
、
約
八
〇
年
前
の
都
市
計
画

（
土
地
区
画
整
理
を
中
心
と
し
た
街
路
、河

川
・
運
河
、
橋
梁
、
公
園
な
ど
）
で
実
現

し
た
街
並
み
や
道
路
な
ど
の
大
部
分
は
、

今
で
も
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
の
形
で
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
の
東
京
大
空
襲
と
戦
災
復
興
。

東
京
の
復
興
は
戦
災
跡
の
残
土（
焼
け
土
）

の
片
付
け
か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
復
興

の
進
行
が
さ
ら
に
残
土
を
生
み
、
あ
ら
た

な
残
土
の
山
が
復
興
を
妨
げ
る
と
い
う
悪

循
環
が
起
き
た
わ
け
で
す
。
区
内
を
走
る

昭
和
通
り
な
ど
に
は
、
累
々
と
残
土
が
積

み
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
焼
け
跡中央区内にあった川（点線は消えた川）
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の
残
土
処
理
に
「
東
京
の
川
」
が
利
用

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
昭
和
三
〇
年
代
の
高
度
経
済

成
長
と
本
格
的
な
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
の
時
代
を
迎
え
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
を
機
に
、
新
幹
線
や
高
速
道

路
網
の
建
設
に
よ
っ
て
都
心
部
の
有
様

も
一
変
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
川
の
姿

が
消
え
た
時
期
と
重
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
央
区
の
姿
の
移
り
変
わ

り
を
、
あ
ら
た
め
て
「
中
央
区
の
川
」

を
中
心
に
考
察
し
て
い
き
ま
す
。

◇
現
在
の
水
路

　

平
成
26
年
版
『
中
央
区
政
年
鑑
』
に

は
「
区
内
に
お
け
る
一
級
河
川
は
、
荒

川
水
系
の
隅
田
川
が
荒
川
か
ら
分
水

後
、
神
田
川
・
日
本
橋
川
・
亀
島
川
・

月
島
川
を
合
わ
せ
、
築
地
先
で
東
京
湾

に
注
い
で
」
い
て
、「
二
級
河
川
は
単
独

水
系
と
し
て
築
地
川
・
汐
留
川
が
指
定

さ
れ
」、
公
有
水
面
と
し
て
は
「
佃
川
支

川
を
残
す
の
み
」と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

水
の
都
＝
江
戸
・
東
京
の
中
心
地
の

中
央
区
内
に
は
、
約
七
〇
年
前
ま
で
多

く
の
水
路
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
旧
日

本
橋
区
と
旧
京
橋
区
が
合
併
し
て
中
央

区
が
発
足
し
た
の
は
昭
和
二
二
（
一
九

四
七
）
年
三
月
一
五
日
。
当
時
の
区
内

を
流
れ
る
川
は
二
〇
本
ほ
ど
あ
り
ま
し

た
が
、
現
在
で
は
区
境
を
流
れ
る
隅
田

川
・
神
田
川
・
汐
留
川
を
除
く
と
、
日

本
橋
川
と
亀
島
川
の
二
本
だ
け
（
浜
離

宮
庭
園
前
の
築
地
川
を
除
く
）
で
す
。

わ
ず
か
七
〇
年
足
ら
ず
の
間
に
起
き
た

街
や
時
代
の
変
化
に
、
あ
ら
た
め
て
驚

か
さ
れ
ま
す
。

◇
江
戸
の
水
路

　

江
戸
と
い
う
都
市
の
特
徴
の
ひ
と
つ

に
、
海
岸
に
面
し
た
場
所
＝
臨
海
部
に

成
立
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
日

本
人
の
社
会
が
初
め
て
海
に
面
し
て
大

都
市
を
造
り
、
さ
ら
に
沖
合
に
向
か
っ

て
都
市
を
拡
大
し
て
い
っ
た
「
現
場
」

で
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
当
時
唯
一
の

大
量
・
高
速
輸
送
手
段
だ
っ
た
水
運
を

確
保
す
る
た
め
で
す
。

　

最
初
の
図
に
示
し
た
と
お
り
、
か
つ

て
多
く
の
堀
や
水
路
が
張
り
め
ぐ
ら
さ

れ
、
水
路
の
両
岸
に
は
多
く
の
海
岸
地

が
造
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
堀
や

運
河
の
す
べ
て
は
、
人
工
の
水
路
（
掘

っ
た
か
水
面
を
埋
め
残
し
た
か
）
で
、

あ
え
て
自
然
の
川
と
い
え
る
の
は
大
川

（
隅
田
川
）だ
け
で
す
。
も
ち
ろ
ん
大
川

の
河
流
や
水
質
、
沿
岸
の
状
況
な
ど
は

大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
江
戸
図

と
現
代
図
を
比
較
す
る
限
り
ほ
ぼ
原
形

を
保
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

◇
明
治
初
期
の
水
路

　

明
治
初
期
、
時
代
は
江
戸
か
ら
明
治

に
変
わ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
時
期
の
地

理
的
状
況
や
地
域
景
観
は
、
一
部
を
除

い
て
基
本
的
に
江
戸
期
と
「
地
続
き
」

で
し
た
。『
東
京
府
志
料
』（
明
治
七
年
、

東
京
府
編
纂
）
の
「
河
渠
志
」
か
ら
区

内
の
河
川
状
況
を
概
観
す
る
と
、
以
下

の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。〈　

〉内
は
架

設
さ
れ
て
い
た
橋
で
す
。

〇�

荒
川
（
流
れ
る
場
所
に
よ
っ
て
、
隅

田
川
・
浅
草
川
・
宮
戸
川
・
大
川
と

も
呼
ば
れ
て
い
た
）

　

�

両
国
橋
・
新
大
橋
・
永
代
橋
が
架
か

る
。

　
�

永
代
橋
は
明
治
三
一
（
一
八
九
八
）

年
の
市
区
改
正
設
計
で
下
流
部
に
架

け
替
え
ら
れ
る
。

〇
薬
研
堀
〈
元
柳
橋
〉

　

�

奥
の
水
路
部
分
（
L
字
の
先
）
は
、

明
和
八
（
一
七
七
一
）
年
に
埋
立
、

町
屋
が
で
き
る
。

〇
神
田
川
〈
浅
草
橋
・
柳
橋
〉

　

現
在
の
台
東
区
と
の
区
境
を
流
れ
る
。

〇�

外
濠
〈
常
盤
橋
・
呉
服
橋
・
鍛
冶
橋
・

数
寄
屋
橋
・
山
下
橋
・
幸
橋
〉

　

�

外
濠
川
は
、
昭
和
三
九
（
一
九
六
四
）

年
の
河
川
法
改
正
で
日
本
橋
川
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。
現
在
の
千
代

田
区
と
の
区
境
を
流
れ
て
い
た
。

〇�

神
田
堀
〈
龍
閑
橋
・
石
橋
五
〉

　

�

龍
閑
川
・
八
町
堀
・
銀
し
ろ
が
ね

堀ぼ
り

と
も
呼
ば

れ
た
。
浜
町
川
と
連
絡
。
現
在
の
千

代
田
区
と
の
区
境
を
流
れ
て
い
た
。

〇�

浜
町
堀
〈
川
口
橋
・
中
ノ
橋
・
蛎
浜

橋
・
小
川
橋
・
高
砂
橋
・
栄
橋
・
千

鳥
橋
・
汐
見
橋
・
緑
橋
〉

　

�

明
治
一
四
（
一
八
八
一
）
年
に
龍
閑

川
と
の
連
絡
地
点
よ
り
水
路
が
延
長

さ
れ
、
神
田
川
に
合
流
。

〇
浜
町
堀
入
堀
〈
中
洲
橋
〉

　

�

浜
町
三
丁
目
の
島
津
氏
邸
内
に
通
じ

て
い
た
。

〇
浜
町
堀
支
堀
〈
入
江
橋
〉

　

�

元
吉
原
を
囲
む
廓
堀
の
一
つ
で
、
竃
へ
っ
つ
い

河
岸
が
あ
っ
た
。

〇�

霊
厳
橋
川
筋
〈
箱
崎
川
部
分
、
永
久

橋
・
箱
崎
橋
〉

　

�

大
川
（
隅
田
川
）
か
ら
三み
つ

叉ま
た

（
三
股
・

三
俣
）
で
分
か
れ
る
。
行
徳
河
岸
が

あ
っ
た
。

〇�

支
堀
・
箱
崎
川
入
堀
〈
蛎
殻
橋
〉
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�

稲と
う

荷か
ん

堀ぼ
り

の
名
残
。
蛎
殻
町
一
・
三
丁

目
の
間
の
水
路
。

〇�
霊
厳
橋
川
筋
〈
亀
島
川
部
分
、
霊
厳

橋
・
亀
島
橋
・
高
橋
〉

　

�

こ
の
川
筋
が
本
来
の
石
神
井
川
河
口

部
だ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

〇�

亀
島
川
入
堀
〈
無
名
橋
、
水
谷
町
へ

入
る
小
渠
〉

〇�

支
堀
・
亀
島
川
入
堀
〈
無
名
橋
二
・

地
蔵
橋
〉

〇
稲
荷
堀
〈
汐
留
橋
・
鶴
橋
〉

　

�「
と
う
か
ん
ぼ
り
」と
呼
ぶ
。
武
家
地

を
囲
む
水
路
で
蛎
殻
町
に
あ
っ
た
水

路
。

〇�

新
川
〈
一
ノ
橋
・
二
ノ
橋
・
三
ノ
橋
〉

　

�

河
村
瑞
賢
が
開
削
し
た
と
い
わ
れ

る
。
一
帯
に
は
「
下
り
酒
」
問
屋
が

多
い
。

〇�

越
前
堀
〈
栄
橋
・
廻
漕
橋
・
無
名
橋

三
〉

　

�

松
平
越
前
守
中
屋
敷
を
囲
む
水
路
。

〇�

日
本
橋
川
筋
〈
一
石
橋
・
日
本
橋
・

江
戸
橋
・
鎧
橋
・
湊
橋
・
豊
海
橋
〉

　

�

江
戸
前
島
の
根
元
部
分
に
掘
ら
れ
た

水
路
。
大
川
と
外
濠
を
結
ぶ
。

〇�

堀
江
町
入
堀
〈
思
案
橋
・
親
慈
橋
・

萬
橋
〉

　

�

東
堀
留
川
。
本
来
の
石
神
井
川
の
河

口
部
に
あ
た
る
。

〇�

伊
勢
町
堀
〈
荒あ

和ら

布め

橋
・
中
ノ
橋
・

道
浄
橋
・
雲き
ら
ず母
橋
〉

　

�

西
堀
留
川
。
本
来
の
石
神
井
川
の
河

口
部
に
あ
た
る
。

〇�

海
運
橋
川
筋
〈
海
運
橋
・
新
場
橋
・

久
安
橋
・
松ま
つ

幡は
た

橋
・
弾
正
橋
〉

　

�

楓
か
え
で

川が
わ

。
江
戸
前
島
の
東
側
海
岸
線
に

あ
た
る
。
埋
め
残
さ
れ
た
水
路
の
一

つ
。

〇�

京
橋
川
筋
〈
比び

丘く

尼に

橋
・
紺
屋
橋
・

京
橋
・
炭
屋
橋
・
白
魚
橋
〉

　
�

江
戸
前
島
に
掘
ら
れ
た
舟
入
堀
の
一

つ
。

〇�
八
町
堀
〈
中
ノ
橋
・
稲
荷
橋
〉

　

�

桜
川
。
外
港（
江
戸
湊
）と
内
港（
河

岸
地
）
を
連
絡
す
る
水
路
。

〇�

三
十
間
堀
〈
真
福
寺
橋
・
紀
伊
國
橋
・

三
原
橋
・
一
ノ
橋
〉

　

�

江
戸
前
島
の
東
側
海
岸
線
に
あ
た

る
。

〇�

築
地
渠
〈
明
石
橋
・
新し
ん

栄え
い

橋
・
堺
橋
・

軽
子
橋
・
合
引
橋
・
萬
年
橋
・
采
女

橋
・
組
合
橋
・
尾
張
橋
〉

　

�

築
地
川
東
支
川
〈
三
ノ
橋
・
安
芸
橋
〉

　

�

築
地
川
南
支
川
〈
南
小
田
原
町
橋
・

備
前
橋
〉

　

�

明
暦
大
火
後
に
埋
立
・
造
成
さ
れ
た

築
地
地
区
に
、埋
め
残
さ
れ
た
水
路
。

〇�

築
地
渠
・
支
渠
〈
新
湊
橋
・
見み

当と
め

橋
・

小
橋
〉

　

�

鉄
砲
洲
川
。
居
留
地
内
を
流
れ
て
い

た
。

〇�

新
橋
川
筋
〈
土
橋
・
難
波
橋
・
新
橋
・

蓬
莱
橋
・
仙
台
橋
・
濱
離
宮
表
門
橋
〉

　

�

汐
留
川
。
離
宮
川
と
も
呼
ば
れ
た
。

現
在
の
港
区
と
の
区
境
を
流
れ
て
い

た
。

　

こ
の
よ
う
に
『
東
京
府
志
料
』
に
は

二
八
の
河
川
と
一
〇
〇
の
橋
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
も
明
治
六

年
『
沽
券
図
』、
明
治
九
年
の
『
東
京
全

図
』
及
び
明
治
一
七
年
『
参
謀
本
部
陸

軍
部
測
量
局　

五
千
分
一
図
』
に
は
、

以
下
の
河
川
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。

〇�

元
柳
町
入
堀
（
元
柳
町
と
吉
川
町
の

間
）

〇�

箱
崎
町
入
堀
（
箱
崎
町
三
丁
目
内
）

〇�

亀
島
川
入
堀
（
千
川
屋
敷
・
南
茅
場

町
内
）

〇�
入
船
川
（
新
富
町
と
入
船
町
の
間
）

〇�
築
地
川
南
支
川
入
堀
（
築
地
本
願
寺

東
側
）

　

ま
た
江
戸
期
に
は
、
日
本
橋
川
と
南

の
京
橋
川
の
間
に
九
本
の
入
堀
が
あ
り

ま
し
た
。
江
戸
城
内
郭
工
事
の
た
め
に

掘
ら
れ
た
水
路
で
す
。

　

楓
川
か
ら
外
濠
に
通
じ
る
元
大
工
町

入
堀
、
中
橋
入
堀
（
紅
葉
川
）、
南
槇
町

入
堀
、
長
崎
町
入
堀
な
ど
の
水
路
で
、

大
部
分
は
元
禄
三
（
一
六
九
〇
）
年
ま

で
に
埋
め
ら
れ
ま
し
た
。
中
橋
入
堀
は

紅も
み
じ葉

川が
わ

と
も
呼
ば
れ
、
お
お
よ
そ
現
在

の
八
重
洲
通
り
に
あ
た
り
ま
す
。

◇
震
災
前
の
河
川
・
運
河
に
つ
い
て

　

東
京
市
内
外
を
流
れ
る
荒
川
（
隅
田

川
・
大
川
）、
中
川
及
び
江
戸
川
は
、
い

ず
れ
も
東
京
市
の
東
部
を
南
流
し
、
東

京
の
水
運
に
と
っ
て
重
要
な
河
川
で
し

た
。
な
か
で
も
荒
川
は
、
途
中
で
入
間

川
や
新
河
岸
川
な
ど
の
支
流
を
合
わ

せ
、
東
京
の
東
北
部
か
ら
市
内
に
入
り

南
に
流
れ
て
東
京
湾
に
注
い
で
い
ま
し

た
。
流
域
は
埼
玉
県
と
東
京
府
に
ま
た

が
り
、
市
内
外
を
通
じ
る
一
大
幹
線
を

な
し
、
江
戸
期
以
来
舟
運
の
中
心
的
役

割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
江
戸
川
及
び
中
川
は
、
利
根
川

と
荒
川
の
間
の
流
れ
を
集
め
て
南
に
流

れ
、
東
京
の
東
部
で
東
京
湾
に
注
ぎ
ま

す
。
こ
の
二
つ
の
河
川
と
も
、
そ
の
流

域
地
方
と
東
京
を
連
絡
す
る
重
要
な
水

路
で
あ
り
、
と
く
に
江
戸
川
は
江
戸
期
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以
来
利
根
川
に
通
じ
、
千
葉
・
群
馬
・

栃
木
・
茨
城
と
東
京
を
連
絡
す
る
舟
運

が
発
達
し
て
い
ま
し
た
。

◇
東
京
市
内
の
運
河

　

市
内
を
流
れ
る
運
河
は
、
中
心
部
を

流
れ
る
日
本
橋
川
、
京
橋
川
及
び
桜
川

の
三
河
川
は
帝
都
の
商
業
の
中
心
地
を

貫
通
し
て
、
外
濠
と
大
川
を
連
絡
。
ま

た
楓
川
及
び
築
地
川
は
大
川
と
並
行
し

て
流
れ
、
日
本
橋
川
、
京
橋
川
及
び
汐

留
川
と
連
絡
。
ほ
か
に
三
十
間
堀
川
は

京
橋
川
と
汐
留
川
を
連
絡
し
、箱
崎
川
、

亀
島
川
は
そ
れ
ぞ
れ
大
川
か
ら
日
本
橋

川
、
桜
川
に
連
絡
し
て
い
ま
し
た
。

　

東
京
市
東
部
の
本
所
・
深
川
両
区
は
、

市
内
の
工
業
地
区
を
形
成
し
、
中
心
地

域
よ
り
運
河
が
発
達
し
て
い
ま
し
た
。

な
か
で
も
小
名
木
川
は
、
新
川
を
経
て

荒
川
・
中
川
及
び
江
戸
川
を
連
絡
す
る

江
東
地
区
の
最
も
重
要
な
幹
線
水
路
で

し
た
。源
森
川
は
北
十
間
川
と
接
続
し
、

竪
川
と
共
に
荒
川
・
中
川
を
連
絡
。
大

横
川
、
横
十
間
川
は
本
所
・
深
川
両
区

を
南
北
に
貫
通
し
、
仙
台
堀
川
、
油
堀

川
、
大
島
川
な
ど
は
深
川
区
内
の
米
穀

倉
庫
一
帯
及
び
木
場
方
面
を
貫
通
す
る

重
要
な
運
河
で
し
た
。

　

当
時
、
こ
れ
ら
を
含
め
て
市
内
に
は

水
運
を
担
う
運
河
は
六
〇
余
あ
り
、
水

運
交
通
か
ら
み
た
分
布
は
荒
川
と
小
名

木
川
を
基
軸
に
四
方
に
拡
が
り
二
〇
余

に
分
か
れ
て
い
ま
し
た
。

◇
河
川
の
利
用
状
況

　

震
災
前
の
東
京
市
内
外
の
貨
物
の
集

散
を
陸
運
（
鉄
道
）
と
水
運
（
船
舶
・

艀
船
）
の
輸
送
状
況
を
見
る
と
次
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

鉄
道
貨
物
は
全
貨
物
の
約
六
割
三
分

を
占
め
、
取
引
地
は
比
較
的
近
距
離
の

関
東
地
方
が
中
心
で
し
た
。
一
方
、
水

運
の
う
ち
海
運
は
遠
距
離
輸
送
が
主

で
、
舟
運
（
河
川
）
は
関
東
の
埼
玉
と

千
葉
・
茨
城
・
群
馬
・
埼
玉
の
二
経
路

が
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

鉄
道
に
よ
っ
て
品
川
・
汐
留
・
隅
田

川
・
秋
葉
原
・
両
国
橋
・
飯
田
町
な
ど

の
各
駅
に
運
ば
れ
た
貨
物
は
、
駅
か
ら

の
移
動
に
運
河
を
利
用
。
ま
た
各
河
川

沿
い
の
倉
庫
に
収
蔵
さ
れ
た
貨
物
の
移

動
に
も
、
主
に
舟
運
が
利
用
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
舟
運
は
陸
運
と
比
較
し
て
輸

送
力
が
優
れ
、
費
用
も
安
い
た
め
、
貨

物
駅
と
運
河
利
用
は
一
体
の
関
係
に
あ

っ
た
と
い
え
ま
す
。

　

と
く
に
隅
田
川
・
汐
留
・
秋
葉
原
の

三
駅
は
取
扱
量
も
多
く
、
大
正
六
（
一

九
一
七
）
年
以
降
は
毎
年
一
〇
〇
万
ト

ン
以
上
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
飯
田
町
・
錦
糸
町
・
両
国
橋
各
駅
も

駅
構
内
に
桟
橋
（
水
運
連
絡
設
備
）
を

設
置
し
て
い
た
こ
と
は
、
当
時
の
輸
送

事
情
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
い
え
ま

す
。

◇
工
場
・
倉
庫
地
帯
と
運
河

　

当
時
の
工
場
の
数
を
見
る
と
、
本
所

区
が
最
も
多
く
深
川
区
と
と
も
に
市
内

の
主
要
工
場
地
帯
を
形
成
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
倉
庫
で
は
深
川
区
が
最
も
多

く
京
橋
区
、
神
田
区
、
日
本
橋
区
が
続

き
ま
す
。商
業
の
中
心
地
＝
日
本
橋
区
・

京
橋
区
に
は
個
人
の
倉
庫
が
多
く
、
し

か
も
大
半
が
河
岸
地
周
辺
に
集
中
し
て

お
り
、
河
岸
地
間
の
輸
送
貨
物
量
が
最

も
多
い
の
が
特
長
で
し
た
。

　

東
京
市
内
外
の
河
川
輸
送
で
利
用
さ

れ
る
船
舶
と
、
市
内
の
貨
物
移
動
に
利

用
さ
れ
る
船
舶
を
比
較
す
る
と
、
大
部

分
が
市
内
貨
物
移
動
の
利
用
と
な
っ
て

い
ま
す
。
東
京
市
の
調
査
（
大
正
一
〇

年
）
で
は
、
主
要
河
川
の
一
日
平
均
の

最
低
が
四
二
隻
、
最
高
が
九
六
八
隻
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
時
代
は
江
戸
か
ら
明

治
、
大
正
へ
と
変
わ
っ
て
も
、
物
流
手

段
の
中
心
は
水
運
＝
舟
運
で
し
た
。
そ

の
役
割
と
機
能
を
持
つ
水
路
は
昭
和
時

代
・
戦
前
ま
で
維
持
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

以
下
、
次
号
に
続
き
ま
す
。

�

（
菅
原
健
二
）

陸　運 水　運

大正２（1913）年 4,638,801 t 5,185,128 t

大正６（1917）年 6,896,522 t 5,061,821 t

大正10（1921）年 8,109,195 t 4,720,144 t

＊�陸運は省線（市内）の二三駅（汐留・飯田町・大崎・恵比
寿・秋葉原・田端・三河島・隅田川・北千住・両国橋・錦
糸町・亀戸など）、私鉄三駅（東武鉄道浅草・曳舟・鐘ヶ淵）
の調査。


